
 

 

 

 

 

 

 

  

やけど 
こどもの火傷の特徴として幼少であるほど皮膚が薄いた

め、火傷の深さが大人に比べて深くなりやすいです。 

ホットカーペットや携帯用カイロなどによる低温火傷は

軽傷に見えても皮膚の深部まで進行することがあるため

注意が必要となります。 

① すぐに流水で冷やす。 

★服の上から火傷した場合は無理やり脱がせず 

そのまま5～10分冷やす 

② 火傷の範囲が広い場合は冷やしている間に 

低体温とならないように身体を保温する。 

 

応急処置のポイント 


